
素敵なメッセ－ジのお裾分けのお裾分け (^_^)/

あるメル友のお母さんから、お子さんの学校祭の案内と共に、素敵なメエッセ－ジのお

裾分けをいただいたきましたので、みんさんにもお裾分けします。

このメッセ－ジは、「私達が結婚して二十年を過ぎていることに今年の夏に気づき、家

族旅行を企画しました。

主人と相談して“親にしてくれてくれてありがとう”を基本に親と子供たちへプレゼン

トと一緒にメッセ－ジを添えました。

近況報告をかねてメッセ－ジのお裾わけをしたいと思います。」と、わざわざお手紙で

いただいた。

メッセ－ジはお子さんたち一人一人へはもちろんのこと、親や姉妹へも書かれていた。

我が身を振り返ると、結婚記念周年日に「自分たちを親にしてくれてありがとう！」と

子どもたちにお礼と感謝を言ったことがないだけに反省させられ m(_ _)m、また、何と素

敵なご家族か！と敬服させられる。

このお母さんは以前にも当 HP でも紹介したことがあるが、お子さんの誕生日にはお子

さんへ手紙を書いている（HP「雑学 BN」のメル友・コメント等関係（Ⅳ）、 2007.11.08.「母

親から誕生日に手紙をもらったこと、ありますか？」：参照）。

また、このご家族は、学齢期のお子さんの文化祭に家族みんなで喫茶バザ－を出しこと

もある（HP「雑学 BN」の随想等関係（Ⅵ）、 2007.12.28.「ある『オ母サン』サンタさんからの

素敵なプレゼント」：参照）。

最近、「我が子なのに何を考えているのか、さっぱり分からない！」と若者をもつ親の

嘆きの声をよく見聞するが、親がまずそれなりの努力をしているかが問われるのでないか

と、この母親のように誕生日に手紙を書くような日頃からまず親の想いを伝えることや、

バザ－をみんなが一緒になってするような家族ぐるみの企画が大事であることを気づかさ

れる。

結婚２０周年記念の家族旅行も、そうした企画の一環だったのだろうなぁ(^_^) /~～

追伸：いただいたメッセ－ジのコピ－は２ P 以降に添付しています。

阿部幸泰 （ 2013 年 10 月 30 日 記）
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